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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 2 0 1 0 1 ◎ 4 18 3 4 1 5

○ 5 19 2 6 1 3 5 6 0 3 0 2

◎ 6 22 2 7 2 2 ○ 6 2 0 1 0 0

○ 7 21 2 7 1 4 7 12 0 4 4 2

○ 8 13 0 4 5 0 8 13 0 5 3 5

9 0 0 0 0 0 ○ 9 18 1 7 1 0

○ 10 6 0 3 0 2 ○ 10 5 0 2 1 4

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 ○ 12 2 0 1 0 2

13 7 1 2 0 3 13 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 16

17 17

18 18

90 7 30 9 76 4 27 10

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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共に粘り強いディフェンスから速攻を得意とする金沢と興南の戦いは興南が90対76で勝利した。

第１Ｐ、共にハーフコートマンツマンーでスタート。興南＃６金城徹のドライブの得点から始まり、金沢は＃４広瀬の３Pで対抗する。その後興南は＃８金城幹の

ドライブインなどで得点を重ねる。一方金沢は＃９柴田のドライブインやジャンプシュートなどで対抗し、残り4分まで一進一退の好ゲームとなる。興南は＃13山

内の連続得点で引き離しにかかるが、粘りを見せた金沢＃４広瀬の３Pが決まり、22対16興南リードで終了。第２Ｐ、金沢はオールコート１－２－２ゾーンやハー

フコート３－２ゾーンのチェンジングディフェンスをしかけるも、興南はこれにうまく対処し、主導権を渡さない。金沢は＃４広瀬の速攻などで必死に食い下が

るが、興南は内外バランスよく得点し42対37で第2P終了。

第３Ｐ、興南は＃５岸本の３連続得点などで波に乗り、開始４分過ぎに51対41と２桁得点差となる。金沢はタイムアウト後、＃８那谷のゴール下などで再び差を

詰める。しかし、ここでも興南＃５岸本が連続ドライブインなどで再び突き放し68対51と更にリードを広げる。第４Ｐ、序盤からお互いファウルがかさむが、金

沢はフリースローの確率が悪く思うように点差を縮めることができない。中盤、金沢は＃９柴田の４連続得点、＃７林のドライブインなどで再び差を詰めるが、

興南は＃10玉城がゴール下を落ち着いて沈め、またもや突き放す。最後の最後までアグレッシブにボールを追った金沢だったが、落ち着いて対処した興南が勝利

しベスト８進出を決めた。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

経過時間

得
点

興南
金沢

金沢
TO　13：46

興南
TO　38:44

興南
TO　18:25

興南
TO　36:34

金沢
TO　35:32

金沢
TO　32:24金沢

TO　24:09

興南
TO　19:28

興南
TO　39:06


